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行
政
視
察
報
告

視
察
日　

平
成
22
年
11
月
８
日
〜
10
日

視
察
先

①
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市

永
利
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会

②
熊
本
県
市
立
菊
池
中
学
校

【
委
員
会
の
所
見
】

①
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ

い
て

　

住
民
の
意
識
の
向
上
を
図

り
、
住
民
参
加
型
の
協
働
を

実
践
す
る
先
進
地
で
あ
る
。

　

本
市
も
行

政
区
制
度
の

構
想
が
あ
る

が
、
こ
の
よ

う
な
先
進
地

で
も
多
く
の

課
題
を
か
か

え
て
お
り
、

制
度
導
入
に

あ
た
っ
て
充

分
な
協
議
等

が
必
要
と
思

わ
れ
る
。

②
木
造
校
舎

建
築
に
つ
い
て

　

ふ
ん
だ
ん
に
地
元
杉
材

を
使
用
し
た
理
想
的
な
校

舎
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
本
市
に
お
い
て

も
小
中
学
校
の
校
舎
建
て

直
し
の
時
期
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
が
、
将
来
あ
る

子
供
た
ち
に
少
し
で
も
良

い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

木
造
建
築
を
う
ま
く
取
り

入
れ
た
計
画
を
望
む
も
の

で
あ
る
。
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委
員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
７
件
・
陳
情
２
件

の
付
託
を
受
け
、
審
査
を

行
い
採
決
の
結
果
、
議
案

１
件
を
否
決
と
し
た
。
陳

情
は
１
件
を
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
し
た
。

【
委
員
会
の
所
見
】

※
行
政
組
織
条
例
の
全
部

改
正
を
否
決

（
否
決
理
由
）
機
構
改
革

の
意
図
は
理
解
で
き
る
が
、

各
部
を
横
断
的
に
総
括
す

る
新
行
政
推
進
室
長
で
あ

る
な
ら
ば
、
副
市
長
も
し

委
員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
６
件
、
陳
情
１
件

の
付
託
を
受
け
、
審
査
の

結
果
２
議
案
を
否
決
し
、

陳
情
は
採
択
と
し
た
。

【
委
員
会
の
所
見
】

※
医
学
修
学
資
金
貸
与
条

例
を
否
決

（
否
決
理
由
）
医
学
部
進

学
者
に
毎
月
20
万
円
を
貸

与
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

入
学
時
に
お
け
る
費
用
が

医
学
部
進
学
へ
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
。
本
条
例
が

壱
岐
市
民
病
院
の
中
核
と

委員会レポート

く
は
副
市
長
同
等
の
配
置
に

す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
職
員

の
意
識
改
革
を
行
う
の
な
ら

ば
総
務
部
内
に
配
置
す
べ
き
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
部
長

制
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
市
長
の
目
指
す

機
構
改
革
を
実
現
す
る
に
は

未
だ
不
十
分
な
部
分
が
あ
る

と
判
断
し
た
。
よ
り
機
能
す

る
た
め
の
機
構
改
革
へ
向
け
、

今
一
度
再
考
を
望
む
も
の
で

あ
り
、
否
決
と
し
た
。

※
く
ら
し
支
え
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

（
不
採
択
と
し
た
理
由
）

「
地
域
主
権
改
革
」と
は
、
単

に
公
務
員
を
減
ら
し
地
方
に

犠
牲
を
強
い
る
と
い
っ
た
国

の
責
任
放
棄
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
国
が
主
導
し
て
き
た

地
方
の
施
策
を
、
各
地
方
の

自
主
性･

独
自
性
を
高
め
地

方
の
実
情
に
沿
っ
た
施
策
を

展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
と

考
え
る
。
よ
っ
て
こ
の
陳
情

の
趣
旨
に
は
賛
同
し
難
く
、

不
採
択
と
し
た
。

木造づくりのモダンな校舎（熊本県菊池市）

な
る
医
師
確
保
が
目
的
で
あ

る
な
ら
ば
、
入
学
時
に
応
分

の
上
限
を
設
け
た
貸
与
額
の

検
討
を
す
る
事
を
求
め
否
決

と
し
た
。

※
医
療
技
術
修
学
金
貸
与
条

例
を
否
決

（
否
決
理
由
）
看
護
師
・
助

産
師
・
保
健
師
の
み
を
対
象

と
す
る
条
例
に
改
め
る
こ
と

を
求
め
原
案
は
否
決
と
し
た
。

行
政
視
察
報
告

視
察
日　

平
成
22
年
10
月
14
日
〜
16
日

視
察
先

①
広
島
県
呉
市
役
所

②
い
ろ
は
学
園

③
尾
道
市
立
み
つ
ぎ
総
合
病

院【
委
員
会
の
所
見
】

①
呉
市
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品（
同
じ
主
成
分
を
含
む

薬
を
特
許
権
の
消
滅
後
に
開

発
し
た
も
の
）を
積
極
的
に

導
入
し
、
年
間
９
千
500
万
円

の
国
民
健
康
保
険
費
用
を
削

減
し
て
お
り
、
壱
岐
市
で
も

委 員 長：町田　光浩
副委員長：市山　和幸

委員：市山　　繁、中田　恭一
　　　深見　義輝、音嶋　正吾

委 員 長：町田　正一
副委員長：今西　菊乃

委員：小金丸益明、榊原　　伸
　　　中村出征雄、豊坂　敏文
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的
窓
口
の
一
本
化
を
す
る
こ

と
が
課
題
で
あ
り
重
要
。
今

後
、
関
係
機
関
と
も
十
分
に

協
議
、
研
究
さ
れ
た
い
。

②
壱
岐
栽
培
セ
ン
タ
ー
も
種

苗
生
産
の
販
売
だ
け
で
な
く
、

漁
協
、
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
情
報
交
換
、
事
業
効
果

の
調
査
、
把
握
が
課
題
で
あ

り
、
今
後
も
種
苗
生
産
の
品

質
向
上
と
安
定
供
給
を
行

い
、
水
産
業
振
興
発
展
に

寄
与
で
き
る
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
。

産業
建設常任委員会産産産産業業産
建建建業業 設設設設建建 常常常常設 任任任任常 委委委任 員員委委 会会会会員産業
建設常任委員会委

員
会
審
査
状
況

（
定
例
会
付
託
議
案
）

　

議
案
８
件
、
陳
情
１
件

の
付
託
を
受
け
、
審
査
の

結
果
、
意
見
を
付
け
て
全

議
案
可
決
。
陳
情
は
採
択

と
し
た
。

【
委
員
会
の
所
見
】

　

本
市
の
多
く
の
公
共
施

設
や
観
光
施
設
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
、
多
額
の

維
持
管
理
費
が
か
か
っ
て

お
り
、
今
後
も
経
費
削
減

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
向
け
て
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
、
民
間
に
出

来
る
も
の
は
民
間
へ
移
行
す

べ
き
。
ま
た
、
各
施
設
の
統

廃
合
も
含
め
、
見
直
し
も
図

る
べ
き
。

行
政
視
察
報
告

視
察
日　

平
成
22
年
11
月
17
日
〜
19
日

視
察
先

①
香
川
県
小
豆
町
役
場

②
香
川
県
水
産
試
験
場

【
委
員
会
の
所
見
】

①
壱
岐
の
経
済
状
況
も
厳
し

い
中
、
こ
れ
ま
で
の
地
場
産

品
を
そ
の
ま
ま
販
売
す
る
だ

け
で
な
く
、
新
た
な
る
付
加

価
値
を
付
け
、
６
次
産
業
と

し
て
生
産
者
の
収
益
や
雇
用

の
創
出
を
図
り
、
農
水
産
業

の
活
性
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
は
、
壱
岐
の
地
場

産
品
も
農
水
商
、
観
光
と
連

携
し
、
産
業
の
活
性
化
、
新

た
な
雇
用
創
出
に
向
け
、
検

討
研
究
さ
れ
た
い
。

　

さ
ら
に
交
流
人
口
拡
大
の

た
め
に
は
、
市
観
光
協
会
等

か
ら
の
情
報
発
信
及
び
対
外

香川県水産試験場の事業内容を研修

積
極
的
に
関
係
機
関
と
の
協

議
に
入
る
必
要
が
あ
る
。

②
幼
保
一
元
化
し
た
認
定
保

育
園
・
い
ろ
は
学
園
の
、
立

ち
上
げ
か
ら
現
状
の
問
題
点

な
ど
を
視
察
し
た
。
本
市
も

認
定
こ
ど
も
園
設
立
に
向
け

具
体
化
さ
れ
た
い
。

③
市
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
は
、

介
護
保
険
が
は
じ
ま
る
前
か

ら
病
院
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

尾道市立みつぎ総合病院の運営について説明を受ける

プ
を
と
り
、
在
宅
ケ
ア
の

た
め
訪
問
診
療
を
取
り
入

れ
、「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
」を

目
標
に
し
て
い
る
。
病
院

内
に
行
政
の
窓
口
が
あ
り
、

介
護
保
険
と
の
連
携
が
な

さ
れ
て
お
り
理
想
的
な
姿

で
あ
る
。

委 員 長：鵜瀬　和博
副委員長：久間　　進

委員：瀬戸口和幸、大久保洪昭
　　　田原　輝男、呼子　　好
　　　久保田恒憲




